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◆地域の状況

○ 埼玉県中央地域（さいたま市、上尾市、桶川市）は、関越自動車道と東北自動車道、圏央道と外環道の間に位置し、
首都高埼玉大宮線から圏央道までの間は高速道路ネットワークが未整備となっている。

○ 国道17号現道及びバイパスは、高速道路ネットワークが未整備であるため、長距離移動の交通が集中しやすい状況
にある。

○ 国道17号現道及びバイパス、圏央道周辺には、工業団地や大規模商業施設が立地している。

[人口/世帯/人口密度※] 住民基本台帳 (平成28年2月1日現在)
※人口密度は、平成28年2月時点の人口と可住地面積より算出

[高齢化率※] 住民基本台帳 (平成26年1月1日現在)
※平成26年時点の人口総数と65歳以上人口より算出

[面積・可住地面積] 統計でみる市区町村のすがた2015（平成25年）

1画像＠2016Cnes/SpotImage,DIgitalEarthTechnology,DigitalGlobe,Lamdsat,TheGeoInfoemationGroup,地図データ ©2016Google
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[工業団地] 
埼玉県工場適地図（平成27年）を基に図化

［大規模商業施設］
大規模小売店舗名簿（平成27年4月）より
国道17号及び国道17号バイパス沿線の
面積1万㎡以上の店舗を図化。

・人口 ：１５７.４万人 (６８．９万世帯)
・面積 ：２８８．３０ km2

・人口密度 ：５６０７．４人/km2

・可住地面積 ：２８０．６６km2

・高齢化率 ：２１．４%
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◆路線周辺の交通状況

主要渋滞箇所（交差点）

主要渋滞箇所（区間）

事故危険区間

凡 例

高速道路

直轄国道

補助国道

②標準横断図（新大宮バイパス・自専道部）①標準横断図（上尾道路・自専道部）
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図３ 対象路線周辺の企業立地
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一般国道１７号 新大宮上尾道路(与野～上尾南)に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・対象路線の整備により、圏央道沿線から都心へのアクセス性が向上し、地域の産業活動を支援
・渋滞緩和により追突事故の減少、信越、東北方面との主要拠点間の広域連携強化など、沿線地域の安全で安心な暮らしに寄与

３．整備効果

・圏央道沿線では企業立地が進む中、圏央道開通による

ネットワーク化で、さらなる交通需要が見込まれ、物流企

業等の都心方面へのアクセス改善が求められる。（図３）

・国道17号バイパス及び国道17号については、南北方向の
長トリップの通過交通が流入し、交通容量の大幅な不足

による渋滞が発生。（図４）

①圏央道開通で物流企業が益々活発化する中、
都心方向のネットワークが欠損

効果１ 地域の産業活動を支援 [◎]

・円滑な物流の確保により、圏央道沿線から都
心方面へのアクセス性が向上し、地域の産業
活動を支援

・起終点：埼玉県さいたま市中央区円阿弥

～埼玉県上尾市堤崎 （与野～上尾南間）

・延長等：8.0ｋｍ （第１種第３級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約2,000億円

・計画交通量：約34,200～41,100台／日

しん おおみや あげ お よ の あげ お みなみ

あげ お つつみさき

ちゅうおう えん な み

乗用車 小型貨物 普通貨物

約20,900台/日
～約25,000台/日

約4,600台/日
～約5,700台/日

約8,700台/日
～約10,400台/日

・国道17号バイパスでは、平日朝の旅行速度が10.6km/h
であり、 延長約8.0km間における旅行速度の著しい低下
が原因と考えられる追突事故は4年間で約３５０件と多発。
（図５）

③広域防災拠点への不十分なネットワーク

・さいたま新都心は、首都圏広域防災拠点に

位置付けられているが、圏央道から与野間の

広域幹線道路が未整備のため、信越、東北方

面の主要拠点等からのアクセスが不十分。

（図６）

所要時間（桶川東部工業団地～与野JCT）
現況 約46分

効果２ 住民の安全性が向上 [◎]

国道17号バイパス（与野～上尾南並行部）

図７ 追突事故件数の変化
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・交通容量の増加により、渋滞が緩和され、追突事故

が減少。沿線地域の生活環境が改善（図７）

追突事故件数

【国道17号バイパス（与野～上尾南並行部）】
現況 349件/4年 → 整備後 278件/4年 （約2割減少）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(Ｈ27年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

B/C EIRR※1 総費用：1,343億円※2 総便益：2,946億円※2

2.2 9.4％ ・事 業 費：1,316億円
・維持管理費： 27億円

・走行時間短縮便益：2,713億円
・走行経費減少便益： 141億円
・交通事故減少便益： 92億円

効果３ 物資輸送等の広域連携が向上 [◎]

・防災拠点として機能するために必要なネットワークが整備され、信越、東北方面の主要拠

点等からさいたま新都心へのアクセス性が強化。拠点間の物資輸送等の速達性向上に

寄与。
所要時間（久喜白岡JCT～さいたま新都心）
現況 約42分
⇒与野～上尾南整備後 約22分 （約20分短縮）

所要時間（鶴ヶ島JCT～さいたま新都心）
現況 約42分
⇒与野～上尾南整備後 約22分 （約20分短縮）

（現況：H22道路交通センサス）

②渋滞が原因と考えられる追突事故が多発

おけがわ

つ る が し まく き し ら お か

資料：交通事故統合データベース（H22-H25）
国道17号バイパス（与野～上尾南並行部）

図５ 事故件数の内訳
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資料：平成27年埼玉県工場適地図

図１ 広域図
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一般国道１７号 新大宮上尾道路(与野～上尾南)に係る新規事業採択時評価

■標準横断図（新大宮バイパス・自専道部）■標準横断図（上尾道路・自専道部） ■計画縦断図 新大宮上尾道路（与野～上尾南）
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図１ 県央地域の渋滞損失時間

埼玉県県央地域における計画段階評価

○埼玉県県央地域の損失時間は、大半が県平均
(82.1万人時間/年km)を超過。（図１）

②国道17号の事故

３．政策目標

２．原因分析

○交通容量を確保し、適正な機能分担により交通渋滞を解消
○高速道路ネットワークを整備し、定時性・速達性を確保

○県央地域における南北軸である国道17号の混雑度は、全区間で1.0以上。

○並行する鴻巣桶川さいたま線の混雑度も高く、南北に縦断する路線が不足。

①国道１７号等の交通容量不足

図８ 圏央道沿線都市～外環JCT間の所要時間

②高速道路ネットワークの未整備
○県央地域（与野～圏央道間）には、南北に縦断する高速ネットワークがない。

○与野以南は、「首都高（４車線）＋新大宮バイパス（６車線）」が整備されているが、与野

以北は高速道路（自専道）がなく、新大宮バイパスが高速交通を受ける。

○そのため、国道１７号に通過交通と地域内交通が集中している。

図６ 県央地域における混雑度

③防災拠点連携

資料：H22道路交通センサス
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資料：H23民間プローブデータ
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資料：H22道路交通センサス
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○特に市街地を通過する国道17号の損失時間が
大きく、産業やくらしの面で支障が発生。
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①国道17号の渋滞

１．埼玉県県央地域の課題 桶川北本IC
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時間は1.6～1.7倍
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至 上尾
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資料：交通事故統合データベース（H22-H25）

図３ 事故類型
【国道17号バイパス（与野～上尾南部）】
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④物流企業の都心アクセスに影響

○国道17号バイパスでは、４年間で５７８件の死傷事故

が発生。（図３）

○そのうち、渋滞が原因と考えられる追突事故の割合が

約６割。（図３）

○さいたま新都心は、国の広域的な防災拠点に位置付

けられている。

○圏央道から与野間の高規格道路が未整備であり、信

越、東北方面の主要拠点等からのアクセス強化が必

要。（図４）

○圏央道沿線に立地する物流企業等の都心方面への

アクセス強化が必要。（図４）

○さらに企業立地ニーズは高く、埼玉県では新たな分

譲を模索中であり、つながることを前提としている。 図４ 対象路線周辺の企業立地
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工業団地（分譲済み）
工業団地（分譲中）

工業団地（計画・造成中）

さいたま新都心部

○国道17号現道やパイパスでは、平日朝の旅行
速度が関東平均を大きく下回っている。 （図２）
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資料：民間プローブデータ（H25.1～12）
平日7～9時

※関東１都8県の直轄国道を対象に集計

図７ 上尾道路（一般部）供用後の車線数

至
川
越

圏央道

首
都
高

新
大
宮
Ｂ
Ｐ

上
尾
道
路

新大宮BP（与野～宮前）
区間に負荷

：6車線

至
春
日
部

至戸田 至戸田

至鴻巣 至鴻巣

：4車線

：2車線

○埼玉県内圏央道全線
開通により国道17号へ
の更なる負荷が見込ま
れるため、圏央道まで
のネットワーク整備が
急務とされている。

５



埼玉県県央地域における計画段階評価

４．対策案の検討

評価軸 【案①】新大宮上尾道路（自動車専用道路）整備案 【案②】新大宮バイパス・上尾道路拡幅整備案

交通渋滞の緩和
（指標：混雑度）

○

新大宮上尾道路（自専道）への転換により、国道17号の交通混雑
が解消する。
【混雑度】 国道17号（上尾市上） 1.33 → 0.79

国道17号（上尾市東町2丁目）1.55 → 0.84

△

新大宮バイパス及び上尾道路への転換により、国道17号の交通
混雑が解消する。
【混雑度】 国道17号（上尾市上） 1.33 → 0.90

国道17号（上尾市東町2丁目） 1.55 → 0.91

県央地域の定時性・速達性
（指標：移動時間）

○
走行速度の向上により定時性向上
（ 桶川東部工業団地 与野ＪＣＴ ）
【移動時間】 46分 30分 （16分短縮）

△
走行速度の向上により定時性向上
（ 桶川東部工業団地 与野ＪＣＴ ）
【移動時間】 46分 40分 （6分短縮）

走行安全性の向上 ○
バイパスにより、事故危険箇所を回避
［現況］8箇所 → ［整備後］0箇所

×
通過する事故危険箇所を回避できない
［現況］8箇所 → ［整備後］3箇所

周辺環境への影響 〇
現都市計画幅内での整備が可能
整備に伴い支障となる家屋数 78軒

（うち、マンションや商業施設などの大規模支障物件：０軒）
×

現都市計画幅外に事業用地が必要（11万m2）
整備に伴い支障となる家屋数 234軒

（うち、マンションや商業施設などの大規模支障物件：21軒）

事業期間 〇 概ね10年 × 20年以上

コスト × 約4,000億円（与野JCT～桶川北本JCT間） 〇 約700億円

総合評価 ○ △

（参考）当該事業の経緯等
都市計画決定の状況
○H元年12月 案①により都市計画決定済み

地域の要望等
H27年 1月 上尾市長及び桶川市長が国土交通大臣宛に新大宮上尾道路の要望書を提出
H27年 6月 埼玉県知事及びさいたま市長が国土交通大臣宛に新大宮上尾道路の要望書を

提出
H27年 9月 上尾市長が国土交通副大臣宛てに新大宮上尾道路の要望書を提出
H27年11月 さいたま市長が国土交通副大臣宛に新大宮上尾道路の要望書を提出
H27年12月 埼玉県知事及びさいたま市長が国土交通大臣宛に新大宮上尾道路の要望書を

提出
H28年 2月 埼玉県知事及びさいたま市長が国土交通大臣宛に新大宮上尾道路の要望書を

提出

対応方針（案）：案①による対策が妥当
【計画概要】
・路線名：新大宮上尾道路（自動車専用道路）
・区間：埼玉県さいたま市中央区円阿弥～桶川市川田谷
・延長：16.1km
・車線数：4車線
・設計速度：80km/h

凡例

案①
案②
事故危険箇所

16.0㎞

案① 標準断面図（新大宮バイパス・自専
部）

案② 標準断面図（新大宮バイパス区間拡幅整
備案）

都市計画決定後の状況
H2年 4月 上尾道路Ⅰ期事業化
H7年 4月 上尾道路Ⅰ期事業化区間延伸
H10年 4月 首都高埼玉大宮線 美女木JCT～与野IC開通
H24～25年 首都圏渋滞ボトルネック対策協議会開催

主要渋滞箇所の選定、 渋滞対策の基本方針決定 等
H24～27年 埼玉県移動性向上委員会開催

最新データによるモニタリング 等
H26～27年 埼玉県中央地域ボトルネック検討WG開催

埼玉県中央地域における渋滞対策、優先して取り組む区間について検討

６
























